
１
９
３
３
年
竣
工
の
ガ
ス

ビ
ル
７
階
に
開
設
さ
れ

た
ガ
ス
料
理
講
習
室
。

換
気
や
衛
生
面
に
配
慮

さ
れ
た
設
備
と
専
門
講

師
に
よ
る
指
導
が
人
気

と
な
り
、定
員
１
０
０
人

の
受
講
者
枠
は
毎
回
満

員
と
な
っ
た
。

「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」の
様

子
。春
休
み
や
夏
休
み

だ
け
で
な
く
、母
の
日
や

父
の
日
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク

リ
ス
マ
ス
な
ど
の
年
中
行

事
に
あ
わ
せ
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も

実
施
し
て
い
る
。
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研
究
レ
ポ
ー
ト
そ
の
2

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー・文
化
研
究
所 

研
究
員

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー・文
化
研
究
所
で
は

創
業
時
か
ら
現
在
ま
で
の
１
１
０
年
間
に
わ
た
る

厨
房
用
ガ
ス
機
器
の
開
発
の
歴
史
と
食
分
野
の
活
動
や

研
究
を
ま
と
め
た『
炎
と
食
Ⅱ
―
日
本
人
の
食
生
活
と
火
―
』を

発
刊
し
た
。そ
の
な
か
で
も
、多
角
的
な
取
り
組
み
を
行
って
き
た

「
食
の
学
び
」に
つい
て
振
り
返
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。

『
炎
と
食
Ⅱ

―

日
本
人
の
食
生
活
と
火―

』

発
刊
に
よ
せ
て

大
阪
ガ
ス
の「
食
の
学
び
」

山
下 

満
智
子

48CEL July 201649 CEL July 2016

　
大
阪
ガ
ス
の
食
分
野
の
活
動
「
食
の
学

び
」
は
、
創
業
時
の
新
燃
料
ガ
ス
を
紹
介
す

る
た
め
の
炊
飯
実
験
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

創
業
時
の
ガ
ス
の
主
な
用
途
は
、
ガ
ス
燈
と

し
て
の
照
明
用
で
あ
り
、
そ
の
後
大
正
時
代

に
は
、
薪
や
炭
に
替
わ
る
厨
房
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
の
利
用
へ
と
転
換
を
図
る
。
大
阪

市
内
の
家
庭
の
台
所
に
ガ
ス
が
普
及
し
た
の

が
昭
和
の
初
め
で
あ
る
。
ガ
ス
が
、
厨
房
の

新
燃
料
と
し
て
よ
う
や
く
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
は
、

大
阪
瓦
斯
割
烹
研
究
会
と
し
て
本
格
的
な
料

理
教
室
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
１
９
３

３
（
昭
和
８
）
年
に
は
、
御
堂
筋
の
本
社
ガ

ス
ビ
ル
竣
工
と
と
も
に
７
階
に
１
０
０
人
が

一
堂
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
ガ
ス
料
理
講
習

室
を
開
設
し
た
。
現
在
、
年
間
５
万
７
０
０

０
人
強
の
お
客
さ
ま
を
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
に
迎
え
、
従
来
の
主
婦
を
主
な

対
象
と
し
た
料
理
講
習
会
に
加
え
、
子
ど
も
、

シ
ニ
ア
男
性
、
親
子
や
家
族
向
け
の
料
理
講

習
会
の
ほ
か
、
大
学
・
行
政
・
企
業
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン
や
出
張
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実

施
し
、
新
た
な
「
食
の
学
び
」
の
場
を
展
開

し
て
い
る
。

　
２
０
０
５
年
の
食
育
基
本
法
施
行
に
あ
わ

せ
て
、
大
阪
ガ
ス
で
は
従
来
の
食
分
野
の
活

動
を
大
阪
ガ
ス
の
食
育
活
動
と
し
て
見
直
し
、

２
０
０
８
年
６
月
に
食
育
活
動
を
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
食
育
先
進
企
業
の
取
り
組

み
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
食
育
理
念

「
料
理
す
る
楽
し
さ
を
生
き
る
チ
カ
ラ
に
」、

「
お
い
し
く
食
べ
て
豊
か
な
コ
コ
ロ
に
」、「
食

の
理
解
を
通
じ
て
つ
な
が
り
あ
う
社
会
に
」

を
策
定
し
、《「
い
た
だ
き
ま
す
」
で
育
も
う
》

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
。
そ
し
て
教
育
・
保

育
関
係
者
向
け
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
対
象
と
し

た
食
育
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
現
在
も
多
く
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
２
０
０
８
年
に
は
、
京
都
府
立
大

学
大
学
院
の
大
谷
貴
美
子
教
授
（
当
時
）
に

監
修
い
た
だ
き
、小
学
生
向
け
食
育
教
材『
食

育BO
O
K

』を
発
行
し
た
。児
童
用
の「
本
編
」

の
ほ
か
、
教
員
用
「
指
導
の
手
引
」、
家
庭

学
習
用
教
材
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
も
併
せ
て

作
成
し
、
２
０
１
６
年
３
月
時
点
で
『
食
育

BO
O
K

』
配
布
総
数
は
、
17
万
部
（
大
阪
ガ

ス
都
市
ガ
ス
供
給
エ
リ
ア
内
の
小
学
校
）
を

超
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ガ
ス
協
会
が

主
催
す
る
「
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
全
国
親
子
ク
ッ
キ

　
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

で
は
、
２
０
１
５
年
度
の
食
分
野
に
お
け
る

研
究
の
一
環
と
し
て
、
創
業
時
か
ら
現
在
ま

で
の
１
１
０
年
に
わ
た
る
厨
房
用
ガ
ス
機
器

開
発
の
歴
史
と
、
21
世
紀
以
降
の
大
阪
ガ
ス

の
食
分
野
の
活
動
や
研
究
を
と
り
ま
と
め
、

『
炎
と
食
Ⅱ―

日
本
人
の
食
生
活
と
火―

』

と
し
て
発
刊
し
た
。

　
こ
の
15
年
間
に
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど

未
曾
有
の
災
害
が
日
本
列
島
を
襲
い
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

た
。
一
方
、
少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
と
も
な
う
多
く
の
社
会
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
企
業
に
は
社
会
の
一
員
と

し
て
の
新
た
な
対
応
や
提
案
が
求
め
ら
れ
て

き
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
大
阪
ガ
ス
の
食
分

野
に
お
け
る
取
り
組
み
も
、
従
来
か
ら
の
料

理
講
習
活
動
に
加
え
、
食
育
基
本
法
施
行
へ

の
対
応
や
、
新
し
い
視
点
で
の
提
案
や
調
査

研
究
へ
と
そ
の
活
動
の
幅
を
拡
げ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
『
炎
と
食
Ⅱ
』
か
ら
、
大
阪
ガ

ス
の
「
食
の
学
び
」
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。
詳
細
は
、
大
阪
ガ
ス
㈱

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.og-cel.jp/

）『
炎
と
食
Ⅱ
』

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
２
０
０
７
年
か
ら
参

画
し
、
親
子
が
一
緒
に
料
理
す
る
こ
と
で
、

料
理
の
楽
し
さ
や
食
へ
の
関
心
は
も
と
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
家
庭

内
で
食
育
が
浸
透
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
活

動
を
続
け
て
い
る
。
２
０
１
５
年
度
開
催
の

第
９
回
大
会
に
は
、
5
万
組
以
上
の
応
募
が

あ
り
、
今
や
、
日
本
有
数
の
規
模
を
誇
る
コ

ン
テ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　　
調
理
離
れ
、
火
離
れ
が
進
む
な
か
、
大
阪

ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
で
は
、

子
ど
も
た
ち
を
火
か
ら
遠
ざ
け
る
の
で
は
な

く
、
火
の
正
し
い
使
い
方
や
火
の
重
要
性
を

伝
え
る
こ
と
、
火
に
親
し
み
火
を
学
ぶ
こ
と

を
次
世
代
教
育
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
考
え
、

２
０
０
７
年
に
「
火
と
子
ど
も
の
研
究
」
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
10
月
に
は
、
京
都
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
協
力
を
得
て
、
小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対

象
と
し
た
実
験
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

そ
の
実
験
、「
火
の
力
を
知
ろ
う
！
　
サ
ン

マ
を
ジ
ュ
ウ
ジ
ュ
ウ
焼
こ
う
！
」
は
、
マ
ッ

チ
を
擦
り
、
七
輪
の
炭
に
火
を
つ
け
、
サ
ン

マ
を
焼
い
て
、
薪
の
か
ま
ど
で
炊
い
た
ご
飯

を
食
べ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
子
ど
も
と
火

の
関
わ
り
を
観
察
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

29
家
族
、
子
ど
も
と
保
護
者
計
66
人
が
参
加

し
、
ス
タ
ッ
フ
を
あ
わ
せ
て
１
０
０
人
と
い

う
大
が
か
り
な
実
験
を
行
っ
た
。
初
め
は
マ

ッ
チ
も
上
手
に
擦
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
、
火
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
表
情
が
生
き
生
き
明
る
く
な
っ
た
。
そ
の

観
察
か
ら
、
現
在
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、

火
は
特
別
な
存
在
で
、
子
ど
も
が
火
に
親
し

み
、
火
を
学
ぶ
こ
と
、
火
に
関
わ
る
調
理
を

経
験
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
と

改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

だ
け
火
離
れ
の
進
ん
だ
現
代
で
は
、
私
た
ち

の
活
動
を
概
観
す
る
と
、
食
育
や
火
育
の
推

進
、
食
に
関
す
る
研
究
、
大
学
や
団
体
・
他

企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
食
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
食
に
関
す
る
新
た

な
取
り
組
み
や
活
動
の
多
用
化
が
特
筆
さ
れ

る
。
そ
し
て
２
０
１
５
年
に
は
食
と
住
ま
い

の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、「hu+g  

M
U
SEU

M

（
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」
を

創
業
の
地
で
あ
る
大
阪
市
西
区
の
岩
崎
地
区

に
オ
ー
プ
ン
し
、
新
し
い
時
代
の
食
の
提
案

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
こ
か
ら
新
た
な

大
阪
ガ
ス
の
「
食
の
学
び
」
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。

が
築
い
て
き
た
生
活
文
化
や
食
文
化
を
次
世

代
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち
に
火

を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
そ
こ
で
改
め
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
で
あ

る
大
阪
ガ
ス
ら
し
い
食
育
と
し
て
「
火
育
」

に
つ
い
て
検
討
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
を
行

っ
た
。
現
在
、「
火
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

主
に
親
子
参
加
で
、「
マ
ッ
チ
を
擦
る
」「
古

代
発
火
法
で
火
種
を
つ
く
る
」「
ガ
ス
コ
ン

ロ
を
点
火
す
る
」
と
い
う
３
つ
の
火
を
扱
う

体
験
を
提
供
す
る
こ
と
を
中
心
に
行
っ
て
い

る
。
２
０
１
５
年
度
に
は
、
９
２
２
組
２
１

３
７
人
が
参
加
し
、
修
了
者
に
火
育
体
験
修

了
書
を
発
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
よ
り
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
火
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験

し
て
も
ら
う
た
め
に
日
本
ガ
ス
協
会
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
全
国
の
ガ
ス
事
業
者
や
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
火
お
こ
し
指
導
者

養
成
を
行
い
、
全
国
に
火
の
学
び
を
広
げ
て

い
る
。

　
大
阪
ガ
ス
の
２
０
０
０
年
以
降
の
食
分
野

食
育
活
動
が

本
格
ス
タ
ー
ト

は
じ
め
に

１
９
２
４
年
創
立

大
阪
ガ
ス

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

２
０
０
０
年
発
刊
の『
炎

と
食
』（
写
真
上
）と
２

０
１
６
年
発
刊
の『
炎
と

食
Ⅱ
』（
写
真
下
）。大
阪

ガ
ス
の
食
分
野
の
活
動

や
研
究
を
と
り
ま
と
め

て
い
る
。

『炎と食
―日本人の食生活と火―』
ＣＥＬ　炎と食研究会編　
山下満智子（共著・監修）



紐
き
り
式
古
代
発
火
法
。

親
子
で
一
緒
に
古
代
の

火
お
こ
し
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

定
年
後
の
男
性
を
対
象

に
し
た
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

で
の「
食
の
学
び
」。

「hu+g  M
U
SEU

M

」

は
暮
ら
し
に
役
立
つ
ガ
ス

機
器・サ
ー
ビ
ス
の
展
示

の
ほ
か
、最
大
１
０
０
人

が
調
理
を
体
験
で
き
る

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
も
完

備
。多
彩
な
食
と
住
ま

い
の
イ
ベ
ン
ト・セ
ミ
ナ
ー

の
実
習
を
通
し
て
、学
び

の
空
間
を
提
供
し
て
い

る
。

　
大
阪
ガ
ス
の
食
分
野
の
活
動
「
食
の
学

び
」
は
、
創
業
時
の
新
燃
料
ガ
ス
を
紹
介
す

る
た
め
の
炊
飯
実
験
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

創
業
時
の
ガ
ス
の
主
な
用
途
は
、
ガ
ス
燈
と

し
て
の
照
明
用
で
あ
り
、
そ
の
後
大
正
時
代

に
は
、
薪
や
炭
に
替
わ
る
厨
房
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
の
利
用
へ
と
転
換
を
図
る
。
大
阪

市
内
の
家
庭
の
台
所
に
ガ
ス
が
普
及
し
た
の

が
昭
和
の
初
め
で
あ
る
。
ガ
ス
が
、
厨
房
の

新
燃
料
と
し
て
よ
う
や
く
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
は
、

大
阪
瓦
斯
割
烹
研
究
会
と
し
て
本
格
的
な
料

理
教
室
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
１
９
３

３
（
昭
和
８
）
年
に
は
、
御
堂
筋
の
本
社
ガ

ス
ビ
ル
竣
工
と
と
も
に
７
階
に
１
０
０
人
が

一
堂
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
ガ
ス
料
理
講
習

室
を
開
設
し
た
。
現
在
、
年
間
５
万
７
０
０

０
人
強
の
お
客
さ
ま
を
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
に
迎
え
、
従
来
の
主
婦
を
主
な

対
象
と
し
た
料
理
講
習
会
に
加
え
、
子
ど
も
、

シ
ニ
ア
男
性
、
親
子
や
家
族
向
け
の
料
理
講

習
会
の
ほ
か
、
大
学
・
行
政
・
企
業
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン
や
出
張
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実

施
し
、
新
た
な
「
食
の
学
び
」
の
場
を
展
開

し
て
い
る
。

　
２
０
０
５
年
の
食
育
基
本
法
施
行
に
あ
わ

せ
て
、
大
阪
ガ
ス
で
は
従
来
の
食
分
野
の
活

動
を
大
阪
ガ
ス
の
食
育
活
動
と
し
て
見
直
し
、

２
０
０
８
年
６
月
に
食
育
活
動
を
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
食
育
先
進
企
業
の
取
り
組

み
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
食
育
理
念

「
料
理
す
る
楽
し
さ
を
生
き
る
チ
カ
ラ
に
」、

「
お
い
し
く
食
べ
て
豊
か
な
コ
コ
ロ
に
」、「
食

の
理
解
を
通
じ
て
つ
な
が
り
あ
う
社
会
に
」

を
策
定
し
、《「
い
た
だ
き
ま
す
」
で
育
も
う
》

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
。
そ
し
て
教
育
・
保

育
関
係
者
向
け
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
対
象
と
し

た
食
育
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
現
在
も
多
く
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
２
０
０
８
年
に
は
、
京
都
府
立
大

学
大
学
院
の
大
谷
貴
美
子
教
授
（
当
時
）
に

監
修
い
た
だ
き
、小
学
生
向
け
食
育
教
材『
食

育BO
O
K

』を
発
行
し
た
。児
童
用
の「
本
編
」

の
ほ
か
、
教
員
用
「
指
導
の
手
引
」、
家
庭

学
習
用
教
材
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
も
併
せ
て

作
成
し
、
２
０
１
６
年
３
月
時
点
で
『
食
育

BO
O
K

』
配
布
総
数
は
、
17
万
部
（
大
阪
ガ

ス
都
市
ガ
ス
供
給
エ
リ
ア
内
の
小
学
校
）
を

超
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ガ
ス
協
会
が

主
催
す
る
「
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
全
国
親
子
ク
ッ
キ

　
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

で
は
、
２
０
１
５
年
度
の
食
分
野
に
お
け
る

研
究
の
一
環
と
し
て
、
創
業
時
か
ら
現
在
ま

で
の
１
１
０
年
に
わ
た
る
厨
房
用
ガ
ス
機
器

開
発
の
歴
史
と
、
21
世
紀
以
降
の
大
阪
ガ
ス

の
食
分
野
の
活
動
や
研
究
を
と
り
ま
と
め
、

『
炎
と
食
Ⅱ―

日
本
人
の
食
生
活
と
火―

』

と
し
て
発
刊
し
た
。

　
こ
の
15
年
間
に
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど

未
曾
有
の
災
害
が
日
本
列
島
を
襲
い
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

た
。
一
方
、
少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
と
も
な
う
多
く
の
社
会
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
企
業
に
は
社
会
の
一
員
と

し
て
の
新
た
な
対
応
や
提
案
が
求
め
ら
れ
て

き
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
大
阪
ガ
ス
の
食
分

野
に
お
け
る
取
り
組
み
も
、
従
来
か
ら
の
料

理
講
習
活
動
に
加
え
、
食
育
基
本
法
施
行
へ

の
対
応
や
、
新
し
い
視
点
で
の
提
案
や
調
査

研
究
へ
と
そ
の
活
動
の
幅
を
拡
げ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
『
炎
と
食
Ⅱ
』
か
ら
、
大
阪
ガ

ス
の
「
食
の
学
び
」
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。
詳
細
は
、
大
阪
ガ
ス
㈱

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.og-cel.jp/

）『
炎
と
食
Ⅱ
』

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
２
０
０
７
年
か
ら
参

画
し
、
親
子
が
一
緒
に
料
理
す
る
こ
と
で
、

料
理
の
楽
し
さ
や
食
へ
の
関
心
は
も
と
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
家
庭

内
で
食
育
が
浸
透
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
活

動
を
続
け
て
い
る
。
２
０
１
５
年
度
開
催
の

第
９
回
大
会
に
は
、
5
万
組
以
上
の
応
募
が

あ
り
、
今
や
、
日
本
有
数
の
規
模
を
誇
る
コ

ン
テ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　　
調
理
離
れ
、
火
離
れ
が
進
む
な
か
、
大
阪

ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
で
は
、

子
ど
も
た
ち
を
火
か
ら
遠
ざ
け
る
の
で
は
な

く
、
火
の
正
し
い
使
い
方
や
火
の
重
要
性
を

伝
え
る
こ
と
、
火
に
親
し
み
火
を
学
ぶ
こ
と

を
次
世
代
教
育
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
考
え
、

２
０
０
７
年
に
「
火
と
子
ど
も
の
研
究
」
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
10
月
に
は
、
京
都
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
協
力
を
得
て
、
小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対

象
と
し
た
実
験
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

そ
の
実
験
、「
火
の
力
を
知
ろ
う
！
　
サ
ン

マ
を
ジ
ュ
ウ
ジ
ュ
ウ
焼
こ
う
！
」
は
、
マ
ッ

チ
を
擦
り
、
七
輪
の
炭
に
火
を
つ
け
、
サ
ン

マ
を
焼
い
て
、
薪
の
か
ま
ど
で
炊
い
た
ご
飯

を
食
べ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
子
ど
も
と
火

の
関
わ
り
を
観
察
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

29
家
族
、
子
ど
も
と
保
護
者
計
66
人
が
参
加

し
、
ス
タ
ッ
フ
を
あ
わ
せ
て
１
０
０
人
と
い

う
大
が
か
り
な
実
験
を
行
っ
た
。
初
め
は
マ

ッ
チ
も
上
手
に
擦
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
、
火
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
表
情
が
生
き
生
き
明
る
く
な
っ
た
。
そ
の

観
察
か
ら
、
現
在
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、

火
は
特
別
な
存
在
で
、
子
ど
も
が
火
に
親
し

み
、
火
を
学
ぶ
こ
と
、
火
に
関
わ
る
調
理
を

経
験
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
と

改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

だ
け
火
離
れ
の
進
ん
だ
現
代
で
は
、
私
た
ち

の
活
動
を
概
観
す
る
と
、
食
育
や
火
育
の
推

進
、
食
に
関
す
る
研
究
、
大
学
や
団
体
・
他

企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
食
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
食
に
関
す
る
新
た

な
取
り
組
み
や
活
動
の
多
用
化
が
特
筆
さ
れ

る
。
そ
し
て
２
０
１
５
年
に
は
食
と
住
ま
い

の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、「hu+g  

M
U
SEU

M

（
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」
を

創
業
の
地
で
あ
る
大
阪
市
西
区
の
岩
崎
地
区

に
オ
ー
プ
ン
し
、
新
し
い
時
代
の
食
の
提
案

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
こ
か
ら
新
た
な

大
阪
ガ
ス
の
「
食
の
学
び
」
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。

が
築
い
て
き
た
生
活
文
化
や
食
文
化
を
次
世

代
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち
に
火

を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
そ
こ
で
改
め
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
で
あ

る
大
阪
ガ
ス
ら
し
い
食
育
と
し
て
「
火
育
」

に
つ
い
て
検
討
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
を
行

っ
た
。
現
在
、「
火
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

主
に
親
子
参
加
で
、「
マ
ッ
チ
を
擦
る
」「
古

代
発
火
法
で
火
種
を
つ
く
る
」「
ガ
ス
コ
ン

ロ
を
点
火
す
る
」
と
い
う
３
つ
の
火
を
扱
う

体
験
を
提
供
す
る
こ
と
を
中
心
に
行
っ
て
い

る
。
２
０
１
５
年
度
に
は
、
９
２
２
組
２
１

３
７
人
が
参
加
し
、
修
了
者
に
火
育
体
験
修

了
書
を
発
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
よ
り
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
火
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験

し
て
も
ら
う
た
め
に
日
本
ガ
ス
協
会
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
全
国
の
ガ
ス
事
業
者
や
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
火
お
こ
し
指
導
者

養
成
を
行
い
、
全
国
に
火
の
学
び
を
広
げ
て

い
る
。

　
大
阪
ガ
ス
の
２
０
０
０
年
以
降
の
食
分
野

次
世
代
教
育「
火
育
」

あ
と
が
き

大阪ガス食育理念

大阪ガス食育理念

大阪ガス食育理念

おいしく食べて
豊かな
ココロに

食の理解を
通じてつながり
あう社会に

料理する
楽しさを生きる
チカラに

「いただきます」で育もう。

食育活動スローガン

初めての料理にワクワクド
キドキ。料理する楽しさを
大切にしながら、旬の野菜
や魚に触れ、包丁や火を扱
う。五感をフルに使いなが
ら健康的な食事づくりのス
キルを身につけることが、生
きる力の第一歩になります。

身体だけでなく心も豊かに
してくれる、おいしい食事。
「ごちそうさま。」「ありがと
う。」楽しい食卓の経験を
重ねることが豊かな心を育
みます。

初めての味に挑戦したり、
収穫を体験したり、食を通
じて社会とのつながりを実
感。食の理解が社会やエ
ネルギー・環境のことを考え
るきっかけになります。
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3
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新たな
「食の学び」の場
ハグミュージアム




